






























































かった、という点も挙げられる。Peyton Lyon & Geoffery Nimmo（1992）p.265.また、N + N諸国のう
ち、スイスやオーストリアは当時東側諸国からの難民や亡命者を受け入れていたことから、この問
題に強い関心を示していた。




operation in Humanitarian and Other Fields）内の第1条人的接触（Human 
Contacts）において、第a項「家族の絆を基礎とする接触及び定期的再会


































　また、1986年に開催されたベルン人的接触会議（CSCE Bern Expert Meeting 



















 8  BME.18「家族の再結合を目的とした旅行申請について（concerning applications for travel for the 
purpose of family reunification）」、1986年5月1日、第20回通常会合。提案国、共同提案国は表1参照。
 9  BME.21「家族の再結合と国際結婚（family reunification and mixed marriage）」、1986年5月1日、
第20回通常会合。提案国は表1参照。









提案名 提案日 提案国 提案名
BME.6 ５月１日
ノルウェー デンマーク フィンランド 家族の再結合
アイスランド スウェーデン















































and social aspects of migrant labour）としてまとめられることとなった 14。
マドリッド再検討会議における提案
提案番号 日程 提案国 共同提案国 提案名
RM/E.1 1890年12月9日 スペイン ポルトガル Migrant labour
ウィーン再検討会議における提案
提案番号 日程 提案国 提案名
WT.48 1987年2月13日 ユーゴスラヴィア On migrant workers
WT.49 1987年2月13日 ユーゴスラヴィア Working  paper  on  migrant workers
WT93 オーストリア スウェーデン Travel  abroad  for  family visits










14  Peyton Lyon & Geoffery Nimmo, ibid., p.266.












提案番号 提案日 提案国 共同提案国
CHDC10 1990年6月6日 ユーゴスラヴィア ポーランド トルコ
提案名 Human dimension of the CSCE and protection of the rights of migrant workers
モスクワ人的側面会議





























「参加国間における移住的移動に関する専門家会議（Meeting of Expert on the 
































































　ドイツの国際政治学者リッツバーガ （ーVolker Rittberger）とツーン（Michael 
Zurn）は紛争（Conflict）に関して、価値をめぐる紛争（Conflict about values）









26  Volker Rittberger＆Michael Zurn（1990） p.31.
27  さらにリットバーガーとツーンは、意見の一致を見ない紛争（Dissensual conflicts）では、価値をめ
ぐる紛争よりも、手段をめぐる紛争の方がアクター間の合意形成が容易であるとする。一方で意見
の一致を見る紛争（Consensual conflicts）では、国家が得る絶対利得（Absolutely assessed goods）
と相対利得（Relatively assessed goods）に注目し、その利得の性質によって紛争解決のためのレ
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